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１ 経緯 

横浜人形の家を管理運営する指定管理者の候補者（以下「指定候補者」という。）の選定にあたり、

横浜人形の家指定管理者選定評価委員会（以下「選定評価委員会」という。）は、「横浜人形の家指

定管理者公募要項」（以下、「公募要項」という。）５（１）に基づき、応募者の提出書類の審査及び

面接審査を行いました。 

このたび、選定評価委員会による審査が終了し、選定評価委員会として指定候補者を選定しまし

たので、「横浜人形の家指定管理者選定評価委員会運営要綱」第 10 条に基づき、ここに審査結果を

報告します。 

 

２ 横浜人形の家指定管理者選定評価委員会 委員 

   氏  名 所 属 等 

委員長 長畑 周史 横浜市立大学 国際商学部 准教授 

委員 太田 匡彦 横浜商工会議所 事業推進部 部長 

委員 嶋田 昌子 ＮＰＯ法人横浜シティガイド協会 副会長 

委員 田中  操 東京地方税理士会横浜中央支部 

委員 林   直輝 一般社団法人日本人形玩具学会 理事 

 

３ 公募の経過 

令和３年３月 29日 
第１回選定評価委員会（委員長の選任、公募要項等の確定） 

（傍聴者なし） 

令和３年４月９日 公募のお知らせ、公募要項の公表 

令和３年４月９日 ～４月 15日 現地見学会及び応募説明会の参加申込の受付 

令和３年４月 16日 現地見学会及び応募説明会の開催（参加５団体９人） 

令和３年４月 16日 ～４月 26日 応募登録の受付（１団体） 

令和３年４月 23日まで 第一回質問の受付 

令和３年５月７日 第一回質問に対する回答公表 

令和３年６月４日まで 第二回質問の受付 

令和３年６月 11日 第二回質問に対する回答公表 

令和３年７月２日まで 応募書類の受付（１団体提出） 

令和３年８月５日 
第２回選定評価委員会（公開ヒアリング、本審査）  

（傍聴者１人） 

 



４ 応募者 

  次の１団体から応募がありました。 

 

 

 

 

 

５ 応募者の提出書類審査及び面接審査の実施 

  第２回選定評価委員会では、応募者について、応募書類により、公募要項に定める応募の資格を

持ち、欠格事項及び失格事項に該当しないことを確認しました。また、公募要項５（３）エにおい

てあらかじめ定めた「評価基準項目」に従って、応募者の提出書類の審査及び面接審査（応募者に

よるプレゼンテーション及び質疑）を行い、指定候補者の選定を行いました。 

  点数については、各委員の持点を 280点とし、委員５名の合計1,400 点を満点としました。公募

要項５（３）エに定めたとおり、各委員の加減点項目を除く平均点が、最低基準点（加減点項目を

除く評価基準項目の最高点（260点）の６割（156点））未満の場合は指定候補者として選定せず、

いずれの団体も選定されない場合、改めて公募を実施することとしました。 

 

６ 評価基準項目 

  審査における評価項目と配点は、次頁のとおりです。 

  なお、配点は、施設の設置目的を理解し、「横浜人形の家指定管理者 業務の基準」を踏まえた提

案を求めることに重点をおいて設定しています。 

 

項目 審査の視点（例） 配点 

１ 団体の状況                                  20 

 
(1)団体の理念、基本方針及

び財務状況等 
（様式９、10、11） 

・公の施設の管理運営者としてふさわしいか。 
・団体の財務状況は健全か。 

10 

 
(2)応募理由 
（様式 12、13、14） 

・横浜市の施策や地域の特性、施設の設置目的を十分

に理解した妥当性・具体性がある応募理由であり、

施設運営に熱意が感じられるか。 
10 

２ 職員配置・育成                                                               20 

職員の確保、配置及び育成 
（様式 15、16） 

・配置予定者の能力・資質の考えが適切か。 
・配置予定者は当該ポジションに適切な人物か。確実
に採用される見込みが高いか。 

・スタッフの育成に関する考え方が適切か。 
・館を運営するチームとして、一体感あるチームをつ
くる運営に配慮しているか。 

・建物及び設備の維持管理に必要な人員を確保し、配
置する計画となっているか。 

・職員の資質向上のための研修が計画されているか。 

20 

１ 丹青社・東急コミュニティー共同事業体 

代表構成団体 株式会社 丹青社 

構成団体 株式会社 東急コミュニティー 



 

項目 審査の視点（例） 配点 

３ 事業の企画・実施                               75 

 

(1)人形の保管 
（様式 17） 

・学芸員の管理の下、適切な人形等の保存、管理が行
われる内容となっているか。 

・人形等が体系的に整理され、展示替えなどに支障を
来さないような体制が確立されているか。 

・人形等の保存状態に対する確認を定期的に行い、修

復等の必要の可否を適切に判断できる内容となって

いるか。 

15 

 

(2) 常設展示室の活用 
（様式 18） 

・定期的な展示替えや利用者満足を高めるための取組
がとられているか。 

・新規来館者やリピーターの確保に対し、効果的・具

体的な取組が行われる内容となっているか。 

15 

 
(3) 企画展示室の活用 
（様式 19、20） 

・企画展の実施計画（内容、回数等）は妥当なものか。 
・新たな顧客層を発掘し、集客力のある企画展の実施

が期待できるか。 
20 

(4) 人形劇等の開催 
（様式 21） 

・施設の魅力の一つとして、人形劇の計画的な開催が
計画されているか。 

・人形劇団に関する支援等、人形劇の普及に関する事

業が期待できる内容となっているか。 

5 

(5) 市民文化振興への貢献 
（様式 22） 

・市民が参加できるワークショップや参加型講座、イ
ベント等の事業が含まれているか。 

・次世代育成を目的とした事業の提案があるか。 
5 

(6) 横浜人形の家及び本市
観光施策に関する情報
提供、広報、プロモーシ
ョン 

（様式 23） 

・ホームページやＳＮＳ等による施設案内や講座情報
等、利用者にとって必要な情報が適切に提供されて
いるか。 

・公の施設として十分な説明責任が果たされているか。 
・紙資料やＩＣＴ等を活用した情報発信・広報・プロ

モーション活動が積極的かつ適切か。 

10 

(7) 新型コロナウイルスに

よる影響が継続した場

合の施設運営の考え方 
（様式 24） 

・徹底した感染防止対策のもとで、安全・安心な施設
運営が継続できる内容となっているか。 

・事業収入の変動に対応し、事業内容を一部見直すな
ど、指定管理業務の最適化に向けた対応の考え方が
示されているか。 

5 

４ 施設の管理運営                                                               65 
 

(1)利用促進及び利用者サ

ービスの向上、施設の

提供 
（様式 25、26） 

 
・施設の設置目的や特性、アフターコロナの生活・行

動様式の変容などを踏まえ、計画的な利用促進、集

客対策に取り組んでいるか。 
・利用者ニーズを把握し、利用者サービスの向上に努

めているか。 
・利用者の要望、苦情等の受付方法や、これらに対す

る改善方法に具体性があるか。 
・貸室の考え方は適切か。 
・稼働していない日時帯の有効活用が考慮されている

か。 
 

10 



 

項目 審査の視点（例） 配点 

 

(2)駐車場の運営 
（様式 27、28） 

・施設利用者の利便性に繋がる駐車場運営方針が示さ
れているか。 

・条例の目的の範囲内において、観光バスの誘致等、

利用率向上及び来館者の獲得に向けた積極的な取

組が計画されているか 

10 

 
(3)建物及び設備の維持保

全並びに管理 
（様式 29） 

・施設の安全確保及び長寿命化の観点から、適切な維

持保全（建物・設備の点検など）計画となっている

か。 
10 

 

(4)修繕等への取組 
（様式 30） 

・施設の安全確保及び長寿命化の観点から、適切かつ

積極的な修繕計画となっているか。 
・建築局が実施する劣化調査や二次点検等に伴い、優

先的に行うべき修繕等に対応可能な計画となってい

るか。 

10 

 (5)事故防止体制・緊急時

（防犯）の対応 
（様式 31） 

・事件・事故の防止体制が適切か。 
・事故発生時、緊急時の対応、連絡体制などに具体性

があり、適切か。 
10 

 
(6)防災に対する取組 
（様式 32） 

・横浜市防災計画等を踏まえ、公の施設としての役割

を踏まえたものとなっているか。 
・日常的に、地域と連携した取組がなされているか。 

10 

 
(7)個人情報保護・情報公

開、人権尊重、環境へ

の配慮、市内中小企業

優先発注など、本市の

重要施策を踏まえた取

組 （様式 33） 

・個人情報保護の取組に具体性があるか。情報公開へ

の取組が適切であるか。 
・ヨコハマ３Ｒ夢プラン、人権尊重、男女共同参画推

進など横浜市の重要施策を踏まえた、取組となって

いるか。 
・市中小企業振興基本条例の趣旨を踏まえた取組とな

っているか。 

5 

５ 収支計画及び指定管理料                            80 
 (1)利用料金等収入増への

取組 （様式 34） 
・利用料金等の収入計画が適切であり、増収策が具体

的、効果的であるか。 
20 

 
(2)指定管理料の額 
（様式 35、38） 

・収支計画が適切であり、効率的な経費の執行による

適切な指定管理料となっているか。 
20 

 (3) 指定管理料のみに依存

しない収入構造、経費削減

等効率的運営の努力 
（様式 36） 

・指定管理料のみに依存しない収入構造となっている

か。 
・経費削減等、効率的運営の努力の考えが具体的か。 

20 

 
(4)施設の課題等に応じた

費用配分 （様式 37） 

・利用者サービスのための経費や修繕費への配分など、

施設の特性や課題に応じた費用配分となっている

か。 
20 

小計（１～５）                                  260  



 

項目 審査の視点（例） 配点 

６ 加減点項目                                                                   20 

 

(1)市内中小企業等である

か 

・市内中小企業 
・中小企業等協同組合法第３条に規定する事業協同組

合、事業協同小組合及び信用協同組合のうち、市内

に住所を有する者 
・地域住民を主体とした施設の管理運営等のために、

地域住民を中心に設立された団体 
※共同事業体の場合は、代表団体が市内中小企業等で

あること。 

10 

 
(2)前期の管理運営の実績 
（現在の指定管理者のみ） 

第三者評価の結果が優秀であり、要求水準を上回って

いたか。（要求水準を下回った場合は、減点対象） 
±10 

合計（１～６） 280 

 

７ 応募者の提出書類審査及び面接審査の結果 

  応募者に対する提出書類の審査及び面接審査（プレゼンテーション及び質疑）を厳正に行った結

果、以下のとおり決定しました。 

※得点の内訳は、別紙のとおりです。 

 

８ 講評 

(1) 評価及び指摘事項 

指定候補者となった共同事業体の代表団体は、第一期指定期間の指定管理者であり、世界各

国の人形の保存・展示を行っているという、他に類を見ない施設である横浜人形の家の運営に

ついて、すでに一定の経験とノウハウを有していると言えます。指定管理者制度導入時は、入

館者数の増加が大きな課題でしたが、様々な企画展の開催等を通じて新たな顧客層の獲得に努

め、導入以前に比べ、第一期指定期間においては年２～３万人程度の入館者数の増加を実現し

ています。その上で、第一期で得た運営ノウハウや展示パートナー等のネットワークを活用し、

第二期における当施設を継続発展させるという意思をもって応募いただいています。 

  事業計画については、貴重な所蔵人形等を活用した常設展の開催はもとより、マンガやアニメ

などのポップカルチャーや新進の人形作家の人形を活用した、新規性・話題性のある企画展の開

催により、新たな顧客層の発掘を引き続き実施する提案がなされています。 

  事業の実施体制については、駐車場の管理運営の専門企業と連携し、キャッシュレス決済対応

などの利用ニーズに応じた新たなサービスの提供による利便性の向上や、新規利用者獲得に向け

た営業等の実施により、条例で定める範囲の中で駐車場収入の増収を図るなど、体制が強化され

ており、その結果、指定管理料のみに依存しない収支計画が提案されています。 

 応募者 得点（合計） 

指定候補者 丹青社・東急コミュニティー共同事業体 1,167 点 



 

  ただし、職員配置体制については、第一期の館長や学芸員を含む現在の体制を維持するとして

いますが、そのうち学芸員については令和３年４月に交代したばかりであり、人形に特化した知

識・ノウハウを獲得する途上にある、との回答があったことから、適切な館の運営のため、今後

当該学芸員の人形の専門性に関するスキルアップが必須であることは指摘しておくべきかと思

います。例えば、共同事業体内でのバックアップ体制の構築や、類似施設との人材交流などの実

施等が考えられます。 

また、広報・プロモーションについて各種ＳＮＳを活用する提案ですが、それぞれのＳＮＳの

特性を踏まえた戦略的な活用を検討する必要があると考えます。 

 

(2) 総評 

応募は１団体でしたが、厳正な審議を行った結果、「丹青社・東急コミュニティー共同事業体」

を指定候補者として決定しました。 

指定候補者からの提案は、これまでの運営の実績から得られた知見や課題を十分に踏まえた、

より良い運営への期待と指定候補者の決意が感じられる内容となっており、十分評価に値する

ものでした。 

この提案を円滑に実行していくため、共同事業体及び連携企業がそれぞれの役割と責任を果

たし、館長やスタッフが一丸となって施設の運営を通じた横浜の観光振興と市民文化の振興に

努めてもらうと共に、管理面についても安心かつ安全な運営を実施してもらいたいと考えます。 

来館者数のさらなる増加や、指定管理料のみに依存しない経営体質の向上を図るため、施設

の特性や来館者属性などをしっかり捉え、効果的、効率的な事業展開を引き続き進めていただ

くことを期待します。 
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